研究計画名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ver. 0601107
（【第４版】2026.4）
中央大学における人を対象とする研究倫理審査委員会　様式1
	管理番号（事務局付番）	Comment by 中央大学: 全学倫理審査委員会事務局（研究支援室）：
申請書受付時に事務局で番号を付与します。
	202*-***



	申請日（西暦）
	20  年　 月　  日	Comment by 中央大学: 全学倫理審査委員会事務局（研究支援室）：
申請日を入力して下さい（受付後の事前調整、予備審査等により、再提出いただく場合も日付を更新しないでください）。



「中央大学における人を対象とする研究倫理」倫理審査申請書	Comment by 中央大学: 博士課程前期課程と学部の学生が実施する研究計画は、指導教員が申請者(研究責任者)となるようにしてください。学生の作成した申請書は、必ず事前に指導教員が内容を確認してください。。
	申請理由	Comment by 中央大学: 研究を職務として雇用されていない方の活動や、教育目的の活動は、原則として審査対象外となります。ただし、外部に論文投稿を予定する場合や大学院への進学を見据えて将来的な研究に発展させるなど、指導教員がとくに審査を受ける必要性があると判断する場合は、その限りではありません。
※該当する項目すべてにチェックしてください。

	☐　①研究対象者がリスクを伴う可能性があるため
※ リスク：研究対象者に身体的、精神的負担や苦痛を与える恐れがあること

	
	☐　②個人情報(個人のデータ・試料等)の収集を伴うため


	
	☐　③その他
	（理由）
※ 投稿予定の学会誌等で倫理審査が必須とされている場合は、「③その他」欄に　　　　その旨を記入してください。



学長・倫理審査委員会委員長　殿
申請者（研究責任者※学生の場合、博士後期課程の学生のみ可）　
	氏　　　名
	

	所属
	学部・研究科
	学科・専攻

	
	（上記以外の所属）

	職名等
	

	連 絡 先
	TEL：

	
	E-mail：

	
	【任意】申請者（研究責任者）以外に希望する連絡先がある場合
氏名：
E-mail：



下記の課題について次の書類を添付し、審査申請いたします。(該当する書類にチェックを入れてください)
	☐
	説明文書　(※オンライン調査の場合、研究概要説明ページのコピー)

	☐
	同意書・同意撤回書

	☐
	対象者・施設等への研究協力依頼書やチラシ等

	☐
	アンケート・質問紙　(※オンライン調査の場合、質問項目ページのコピー)

	☐
	その他　(他機関の共同研究計画書や、倫理委員会承認証明書など)



	1. 研究課題名
	

	2. 研究実施期間
	開始日
	☐　① 通知日より開始
☐　②　２０　　年　　月　　日

	1. 
	終了予定日
	２０　　年　　月　　日

	3. 研究体制
※１ 「②他機関が主たる研究機関である」場合は、縦続する「倫理審査状況など」に他機関の対応状況をご記入ください。

※2 「③その他」欄には、受託研究、国際共同研究 等、①②に該当しないケースをご記入ください。
	☐　①学内研究（☐学位取得目的　　☐研究室単独/個人研究　　☐学内共同研究）
☐　②他機関との共同研究（多機関共同研究）
☐　中央大学が、主たる研究機関である
☐　他機関が、主たる研究機関である（中央大学は研究分担機関として参画）(※１)
研究機関名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
研究責任者　所属）　　　　　職名）　　　　　　氏名）　　　　　　　　　　　　　
責任者連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
倫理審査状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
☐　③その他(※２)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	4. 研究実施場所
※ 研究体制によって、本学での研究データの保管や分析等を実施する具体的な場所に加え、学外についても記載をお願いします。
	複数選択可
	☐
	学内（☐多摩　☐後楽園　☐茗荷谷　☐駿河台　☐市谷田町 ☐その他）
　↳：　　　　　　　　号館　　　　　　　　　室

	
	
	☐　
	学外（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	
	☐　
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	5-1. 研究資金

	☐　➀学内研究費(（☐基礎研究費　☐特定課題研究費　☐共同研究費　☐その他（　　　　　　　　　））
☐　②学内予算(（☐研究所　☐実験実習費　☐その他（　　　　　　　　　））
☐　③学外研究費(（☐科学研究費　☐政府系競争的研究費　☐企業等　☐その他（　　　　　　　　　））
☐　④研究費は必要としない
☐　⑤その他（　　　　　　　       　）

	5-2．利益相反に関する状況(COIについて)
	研究の資金源等、研究機関の研究に係る利益相反及び個人の収益等、研究者等の研究に係る利益相反に関する状況について選択し、記載ください。

☐　➀経済的利益関係はない
☐　②経済的利益関係がある(以下を記入ください)
経済的利益関係や、研究結果・対象者保護に影響を及ぼさないための方策などについて詳記ください：
(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)



	6-１. 研究者（本学）
※ 適宜記入欄を追加してください。
※ 役割もご記入ください(卒研等の学位取得目的の場合、該当学生に「卒研担当」等と記入してください)。
※　研究責任者(申請者)も記載ください。
	氏名
	所属
	職名等（学年）
	役割

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	6-2. 研究者（他機関）
※ 添付資料等で他機関の　　研究者構成を確認できる　　場合は、各機関における　　研究責任者１名のみの記入としていただいても結構です。
	氏名
	所属
	職名等（学年）
	役割

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



	7-1. 研究の背景・目的
（社会への便益）
※ 研究の背景（既存の知見と未解決の課題、研究上の疑問点や仮説）、研究の目的・意義を簡潔・具体的にご記載ください（可能でしたら主要な文献を数本引用してください）。
※ 他機関との共同研究（多機関共同研究）の場合、中央大学の役割を記載してください。
	

	7-2.
(該当する場合のみ)
既承認の研究課題との関連性

	管理番号（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
研究課題名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	(相違点などご記入ください)


	8-1. 研究方法・手順

本項目には、
■どのような研究内容なのか
■研究対象者に何をお願いするのか（どのような負担をかける可能性があるのか）
■研究・実験に要する時間（期間）はどのくらいか
■用いる装置、装着具の重さ・大きさ等はどれくらいか（図表・写真/Fig.を本欄に挿入、もしくは別紙でお示しください）
■質問紙調査を実施する場合は調査用紙、インタビュー調査を実施する場合はインタビューガイド等を別紙資料として　　ご提出ください。
■既存の心理尺度等を使用する場合、著作権、使用許諾の　要否等についての確認内容を記載してください（「使用許諾を得ている」、「学術研究目的で　　使用する場合は、原著者への　　事前連絡不要」等々）。
など、研究・実験の詳細について、具体的な手順・数値をもって記載してください（詳細に記載することでページを跨っても構いません）。

	





































	8-2. リスクの可能性

※　リスクとは、研究対象者に身体的、精神的負担や苦痛を与える恐れがあること

※　研究方法や手順に研究対象者へのリスク（精神的・肉体的に、不快感やケガ等をもたらす可能性）が発生する場合は、 必ずそのリスクについて本項目で言及してください。

	










	8-3. リスクへの対応

※　リスクを最小化する、備えるために取ることが出来る対応や体制（応急処置の方法、関係各所への連絡方法、緊急連絡先など）、また、リスクが生じた際の対応について詳細に記入してください。

	










	9-１. 研究対象者
（属性・人数等）

※　概算や予定でも可
※　代諾者とは、親権者または未成年後見人などの法定代理人のほか、親族であって被験者の意思及び利益を代弁できる方
	・研究対象者数：（　　　　　　　　　　　　　　　　名）(※)
・性別：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	複数選択可
	☐　
	成年者(18歳以上)
	☐：学生(本学含む)が含まれる
※項目9-3を選択してください

	
	
	
	
	☐：同意能力が不十分な成年者が含まれる
※代諾者が必要な場合、項目10-2を記入ください

	
	
	☐
	未成年者
※項目1０-2を記入ください
	☐乳児　☐幼児　☐小学生　
☐中学生　☐高校生

	
	
	☐　
	その他、特別な配慮が必要な研究対象者
※代諾者が必要な場合、項目10-2を記入ください
	詳細
(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)


	9-2. 研究対象者として
選定した理由と募集方法
	・選択基準(選択した理由)
（　　　　　　　　　　　）
・募集方法の詳細
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	9-3. 
(該当する場合のみ)
学生を研究対象者
とする場合の配慮
	　　　　　　複数選択可
	☐　研究者の担当する科目について、研究への参加の有無が学業成績や単
位取得に影響を与えない旨を説明文書（募集要領）に明記している

	
	
	☐　研究への参加を拒んでも、学業成績や単位取得に影響を与えない旨を説
明文書に明記している

	
	
	☐　申請者(研究責任者)と同じ研究室に所属する学生は含まれていない

	
	
	☐　上下関係によって研究への参加が強制的にならないよう十分に留意している

	
	
	☐　同意書は、研究の説明を十分におこなった後、日を改めて提出してもらう

	
	
	☐　その他の配慮（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	10-1.インフォームド・コンセント
(同意取得対象者)

	　複数選択可
	☐　研究対象者(本人)

	
	
	☐　代諾者：保護者や成年後見人等(項目10-2を記載してください)

	
	
	☐　研究対象者の所属する集団(施設責任者、集団・組織の長など)

	
	
	☐　その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	10-2.
(該当する場合のみ)
代諾者の選定
：未成年者等の場合

	代諾者の選定方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
☐　親族（　　　　　　　　　　　　）
☐　その他（　　　　　　　　　　　）

※代諾者：親権者または未成年後見人などの法定代理人のほか、親族であって被験者の意思及び利益を代弁できる方

	11-1. インフォームド・コンセント(方法)



※１　電磁的方法による同意とは、書面に代えてネットワークを通して同意を得る方法を指します。
具体的には、説明事項のチェックボックスへのチェックと「同意します」ボタン押下、パソコン等の映像面上へのサイン、電子メールによる同意の表明等が該当します。

※２　電磁的方法による説明とは、電磁的に記録された文章等による説明を指します。
具体的には、対面もしくはテレビ電話等で映像面上に写す、電子メール送付、ネットワーク画面上に記載する等により研究対象者へ説明文書の内容について閲覧に供する方法。その際に、問合せ先を提示する等して質問や同意撤回の機会を与えることが必要です。

※３　　匿名加工情報とは、特定の個人を識別することができないように個人情報を加工して得られる個人に関する情報であって、当該個人情報を復元できないようにしたもの。
	以下➀～➂よりそれぞれ選択してください。
　【➀対象者から明示的なインフォームド・コンセントを取得する】
※説明文書やオンライン画面上の説明ページ、同意文書のサンプル、質問のサンプルを提出してください。

	
	
	同意方法
	☐　文書同意
	説明方法
	☐　文書配布のみ
理由：(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	
	
	
	
	
	☐　文書を配布せず、口頭のみで説明
理由：(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	
	
	
	☐　電磁的方法によ
る同意(※１)
	
	

	
	
	
	
	
	☐　文書を添えて、口頭にて説明する

	
	
	
	
	
	☐　電磁的方法による説明(※２)
理由：(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　　　

	
	
	
	☐　その他
(　　　　　　　　　　)
	
	

	
	
	
	
	
	☐　その他
(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	
	
	【➁以下の要件すべてに該当する場合、
「質問に回答することをもって同意とみなす」同意方法とすることができる】
※説明文書やオンライン画面上の研究概要ページ、質問のサンプルなどを
提出してください。

	要件　　　　
	☐以下すべてに該当
	説明方法
	☐　文書配布のみ

	
	・無記名調査で
個人情報(項目１３参照)を取得しない
・研究の実施に侵襲を伴わない
・この方法でなければ研究の実施が困難である、又は研究の価値を著しく損ねる
	
	☐　文書を配布せず、口頭のみで説明

	
	
	
	☐　文書を添えて、口頭にて説明する

	
	
	
	☐　Web画面上で研究概要を閲覧に供する

	
	
	
	☐　その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)



【➂インフォームド・コンセントを新たに取得しない】

	
	
	
理由

	☐　「他の研究への二次利用の同意」が得られている、既に匿名加工された情報(※３)を他機関から入手する。

	
	
	
	☐　多機関共同研究(他機関が主たる機関)で、他機関がICを取得する。

	
	
	
	☐　その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	11-2.　説明の実施者
	氏名
	
	
	

	16. 
	所属
	

	
	

	17. 
	職名(学年)
	

	
	

	12. 謝礼

	☐　なし　　　　☐　あり　(ありの場合、下欄を選択・記載してください)

	
	種類
	☐　謝礼
	☐　交通費
	☐　その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	
	金額
	 (　　　　　　　　　　　)

	
	時期
	☐　研究開始前
	☐　研究終了後
	☐　後日
	☐　その他(　　　　　　　　　　　)

	
	どのように
	☐　手渡し
	☐　送付　
(郵送・メールなど)
	☐　付与
	☐　その他(　　　　　　　　　　　)



	13. 収集する個人情報
(個人のデータ・試料等)


※　　個人識別符号とは、
ゲノムデータや生体認証データ等の生体情報をデジタルデータに変換したもの、もしくは免許書番号やマイナ番号のように対象者ごとに付される符号
	個人情報
	☐　個人情報を取得しない
☐　①　氏名
☐　②　生年月日
☐　③　電話番号・メールアドレス
☐　④　住所
	☐　⑤　個人識別符号(※)　
（具体的に：　　　　　　　　）
☐　⑥　特定の個人を識別できる
音声や動画

	15. 
	その他、個人のデータや試料等
	☐　①　行動、環境、心身に関する情報
☐　②　ヒト由来の試料（血液、体液(唾液等)、組織、細胞等）
☐　③　その他　（　　　　　　　　）

	14. データ等の入手方法

※　　匿名加工情報とは、
特定の個人を識別することができないように個人情報を加工して得られる個人に関する情報であって、当該個人情報を復元できないようにしたもの。
	複数選択可
	☐　他機関から匿名加工情報(※)を入手する
機関名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
［情報の授受についての書類や契約書　□あり　□なし］

	15. 
	
	☐　第三者へデータ収集を委託する
委託先　　　　　　　　　　　　　　　　　　
［情報の授受についての書類や契約書　□あり　□なし］

	16. 
	
	☐　研究責任者が独自に収集する

	17. 
	
	☐　学内の研究者が収集する

	18. 
	
	☐　学外の研究者が収集する

	19. 
	
	☐　その他　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	20. 匿名化

※1　仮名加工情報とは、
他の情報と照合しない限り特定の個人を識別することができないように個人情報を加工して得られる個人に関する情報

※2　匿名加工情報とは、
特定の個人を識別することができないように個人情報を加工して得られる個人に関する情報であって、当該個人情報を復元できないようにしたもの。
	匿名化する
(個人情報から個人を識別できる情報の全部または一部を取り除き、代わりにその人に関わりのない符号または番号を付すこと。)
	☐　対応表を作成する(仮名加工情報※１)

	21. 
	
	☐　対応表を作成しない(匿名加工情報※2)

	22. 
	☐　既に匿名化加工された情報を取得する

	23. 
	☐　匿名化しない
（理由　：　　　　　　　　　　　　　　　）

	16-1.　データ等の保管
※　2023.3.20改正の「中央大学における研究活動上の不正行為の防止及び研究活動上の不正行為が生じた場合における適正な対応に関する規程」により、“研究者等は、研究活動の正当性の証明手段を確保するとともに、第三者による検証可能性を担保するため、原則として、当該研究内容の公表から、実験・観察記録ノート、実験データその他の研究資料等については十年間、実験試料、標本、装置等については五年間適切に保存・管理”となったことから、特段の理由がなければ、規程に沿った対応を推奨します。
	紙媒体
	電子データ
	その他（試料等）

	24. 
	保管場所（　）
保管方法（　）

	保管場所（　）
保管方法（　）

	保管場所（　）
保管方法（　）


	25. 
	研究終了後
☐　①ただちに廃棄する
☐　②　　　年　　月まで保管する
	研究終了後
☐　①ただちに廃棄する
☐　②　　　年　　月まで保管する
	研究終了後
☐　①ただちに廃棄する
☐　②　　　年　　月まで保管する

	26. 
	理由（左記※参照）
☐　規程による
☐　その他（具体的に：　　　）
	理由（左記※参照）
☐　規程による
☐　その他（具体的に：　　　）
	理由（左記※参照）
☐　規程による
☐　その他（具体的に：　　　）

	16-2．データ等の廃棄
(予定)

※ 廃棄方法は媒体ごとに記入して下さい。
	廃棄時期　　　　年　　月

廃棄方法（具体的に）　
（　　　）
	廃棄時期　　　　年　　月

廃棄方法（具体的に）　
（　　　）
	廃棄時期　　　　年　　月

廃棄方法（具体的に）　
（　　　）

	１7．研究終了後のデータベース等へのデータ等の提供・登録予定(研究終了後の研究データを研究代表者の次研究への二次利用予定を含む)

	☐　①なし
☐　②あり　（提供・登録先・利用予定:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
※ 「あり」の場合は、説明文書・同意書にも提供・登録先の明記が必要になります。
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